
平成年月日 水曜日 第号官 報

る
」
を
「
事
項
に
つ
い
て
の
基
準
を
内
容
と
す
る
」
に

改
め
、「
が
定
め
ら
れ
て
い
る
農
林
物
資
の
種
類
」
を
削

り
、「
十
万
三
千
四
百
円
」
を
「
十
一
万
三
千
三
百
円
」

に
、「
あ
つ
て
は
、
十
万
三
千
百
円
」
を
「
あ
っ
て
は
、

十
一
万
二
千
九
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
八

万
八
千
百
円
」
を
「
九
万
五
千
八
百
円
」
に
、「
あ
つ
て

は
、
八
万
七
千
八
百
円
」
を
「
あ
っ
て
は
、
九
万
五
千

四
百
円
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

法
第
十
七
条
第
一
項
の
登
録
の
更
新
（
次
項
に
お

い
て
「
機
関
登
録
の
更
新
」
と
い
う
。）を
受
け
よ
う

と
す
る
者
が
同
時
に
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
登
録

の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
十

七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
第
一

項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
同
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
各

区
分
に
つ
い
て
、
当
該
各
区
分
が
次
の
各
号
に
掲
げ

る
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
当
該
各
号

に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
の
基
準
を
内
容
と
す
る
日
本
農
林
規
格
が

含
ま
れ
る
区
分

十
万
五
千
四
百
円
（
電
子
申
請

に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
万
五
千
円
）

二

前
号
に
規
定
す
る
区
分
以
外
の
区
分

八
万
七

千
九
百
円（
電
子
申
請
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

八
万
七
千
五
百
円
）

３

前
二
項
に
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
付
し
て
機
関

登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
当
該

機
関
登
録
の
更
新
に
係
る
機
関
登
録
以
外
の
他
の
機

関
登
録
に
係
る
機
関
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
機
関
登
録
に
係
る
機
関

登
録
の
更
新
に
係
る
法
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額

は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項

の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
各
区
分
に
つ
い
て
、
当

該
各
区
分
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
の
い
ず
れ
に

該
当
す
る
か
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す

る
。

一

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
の
基
準
を
内
容
と
す
る
日
本
農
林
規
格
が

含
ま
れ
る
区
分

四
万
六
千
五
百
円

二

前
号
に
規
定
す
る
区
分
以
外
の
区
分

二
万
九

千
円

第
六
条
の
見
出
し
中
「
登
録
外
国
認
定
機
関
」を「
登

録
外
国
認
証
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
十

九
条
の
八
」
を
「
第
三
十
四
条
」
に
改
め
、「
額
に
、」の

下
に
「
農
林
水
産
省
又
は
独
立
行
政
法
人
農
林
水
産
消

費
安
全
技
術
セ
ン
タ
ー
（
以
下「
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
。）

の
」
を
加
え
、「
と
し
た
場
合
に
国
家
公
務
員
等
の
旅
費

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
。

以
下
「
旅
費
法
」
と
い
う
。）の
規
定
に
よ
り
支
給
す
べ

き
こ
と
と
な
る
」
を
「
の
に
要
す
る
」
に
改
め
、「
旅
費

の
額
」
の
下
に「（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
旅
費

の
額
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二

条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
」

に
、「
基
準
に
係
る
」
を
「
事
項
に
つ
い
て
の
基
準
を
内

容
と
す
る
」
に
改
め
、「
が
定
め
ら
れ
て
い
る
農
林
物
資

の
種
類
」
を
削
り
、「
八
万
四
千
八
百
円
」
を
「
十
万
二

千
七
百
円
」
に
、「
あ
つ
て
は
、
八
万
四
千
五
百
円
」
を

「
あ
っ
て
は
、
十
万
二
千
三
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
中
「
六
万
千
九
百
円
」
を
「
七
万
六
千
四
百
円
」

に
、「
あ
つ
て
は
、
六
万
千
六
百
円
」
を
「
あ
っ
て
は
、

七
万
六
千
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
場

合
に
お
い
て
」
を
「
旅
費
の
額
は
」
に
、「
職
員
は
、」を

「
職
員
が
」
に
改
め
、「
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五

号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
給
与
法
」と
い
う
。」を
加
え
、

「
そ
の
旅
費
の
額
を
計
算
す
る
こ
と
」
を
「
、
国
家
公

務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
百
十
四
号
。
以
下
「
旅
費
法
」
と
い
う
。）の
規
定
の

例
に
よ
り
計
算
す
る
も
の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

五
項
と
し
、同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

２

法
第
三
十
四
条
の
登
録
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
九

条
に
お
い
て
「
機
関
登
録
」
と
い
う
。）を
受
け
よ
う

と
す
る
者
が
同
時
に
法
第
五
十
三
条
の
登
録
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
又
は
現
に
同
条
の
登
録
を
受
け
て

い
る
場
合
に
お
け
る
法
第
三
十
四
条
の
政
令
で
定
め

る
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
の
農

林
水
産
省
令
で
定
め
る
各
区
分
に
つ
い
て
、
当
該
各

区
分
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当

す
る
か
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
に
、
旅
費
の

額
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
の
基
準
を
内
容
と
す
る
日
本
農
林
規
格
が

含
ま
れ
る
区
分

九
万
三
千
百
円
（
電
子
申
請
に

よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
二
千
七
百
円
）

二

前
号
に
規
定
す
る
区
分
以
外
の
区
分

六
万
六

千
八
百
円（
電
子
申
請
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

六
万
六
千
四
百
円
）

３

現
に
機
関
登
録
を
受
け
て
い
る
者
が
他
の
機
関
登

録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
三
十
四

条
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
同
条
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
各
区
分

に
つ
い
て
、
当
該
各
区
分
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区

分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
当
該
各
号
に
定

め
る
額
に
、
旅
費
の
額
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た

額
と
す
る
。

一

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
の
基
準
を
内
容
と
す
る
日
本
農
林
規
格
が

含
ま
れ
る
区
分

七
万
三
千
七
百
円
（
電
子
申
請

に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
七
万
三
千
二
百
円
）

二

前
号
に
規
定
す
る
区
分
以
外
の
区
分

四
万
七

千
四
百
円（
電
子
申
請
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

四
万
六
千
九
百
円
）

４

前
三
項
に
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
付
し
て
機
関

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
他
の
機
関
登

録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
機

関
登
録
に
係
る
法
第
三
十
四
条
の
政
令
で
定
め
る
額

は
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
の
農
林

水
産
省
令
で
定
め
る
各
区
分
に
つ
い
て
、
当
該
各
区

分
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す

る
か
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
の
基
準
を
内
容
と
す
る
日
本
農
林
規
格
が

含
ま
れ
る
区
分

七
万
千
百
円

二

前
号
に
規
定
す
る
区
分
以
外
の
区
分

四
万
四

千
八
百
円

第
七
条
の
見
出
し
中
「
登
録
外
国
認
定
機
関
」を「
登

録
外
国
認
証
機
関
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
九
条
の

九
第
四
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、「
同

条
第
二
項
第
六
号
の
検
査
の
た
め
」
を
削
り
、「
独
立
行

政
法
人
農
林
水
産
消
費
安
全
技
術
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
」
を
「
セ
ン
タ
ー
の
職
員
二
人
が
同
条
第
二
項
第
六

号
の
検
査
の
た
め
」
に
、「
そ
の
出
張
す
る
職
員
を
二
人

と
し
、
こ
れ
ら
の
」
を
「
出
張
を
す
る
」
に
、「
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
」
を
「
給
与
法
」
に
改

め
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
登
録
外
国
認
定
機
関
」を「
登

録
外
国
認
証
機
関
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
九
条
の

十
」
を
「
第
三
十
六
条
」に
、「
第
十
七
条
の
三
第
一
項
」

を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
見
出
し
中
「
登
録
外
国
認
定
機
関
」を「
登

録
外
国
認
証
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
十

九
条
の
十
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
の
三
第
二

項
」
を
「
第
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七

条
第
二
項
」
に
、「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条

第
一
項
」
に
改
め
、「
額
に
、」の
下
に
「
農
林
水
産
省
又

は
セ
ン
タ
ー
の
」
を
加
え
、「
第
十
九
条
の
十
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
七
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
三
十
六

条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条
第
一
項
」
に
、「
と

し
た
場
合
に
旅
費
法
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
べ
き
こ
と

と
な
る
」
を
「
の
に
要
す
る
」
に
改
め
、「
旅
費
の
額
」

の
下
に「（
次
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
単
に
「
旅
費
の

額
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
条

第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
」に
、

「
基
準
に
係
る
」
を
「
事
項
に
つ
い
て
の
基
準
を
内
容

と
す
る
」
に
改
め
、「
が
定
め
ら
れ
て
い
る
農
林
物
資
の

種
類
」
を
削
り
、「
五
万
九
千
六
百
円
」
を
「
七
万
千
百

円
」
に
、「
あ
つ
て
は
、
五
万
九
千
三
百
円
」
を
「
あ
っ

て
は
、
七
万
六
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
四

万
四
千
三
百
円
」
を
「
五
万
三
千
六
百
円
」
に
、「
あ
つ

て
は
、
四
万
四
千
円
」
を
「
あ
っ
て
は
、
五
万
三
千
百

円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
条
第
二
項
」
を

「
第
六
条
第
五
項
」
に
改
め
、「
前
項
の
」
を
削
り
、
同

項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二

項
を
加
え
る
。

２

法
第
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
七
条

第
一
項
の
登
録
の
更
新
（
次
項
に
お
い
て
「
機
関
登

録
の
更
新
」
と
い
う
。）を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同

時
に
法
第
五
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十

五
条
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
に
お
け
る
法
第
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条

第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め

る
各
区
分
に
つ
い
て
、
当
該
各
区
分
が
次
の
各
号
に

掲
げ
る
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
当
該

各
号
に
定
め
る
額
に
、
旅
費
の
額
に
相
当
す
る
額
を

加
算
し
た
額
と
す
る
。

一

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
の
基
準
を
内
容
と
す
る
日
本
農
林
規
格
が

含
ま
れ
る
区
分

六
万
三
千
二
百
円
（
電
子
申
請

に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
六
万
二
千
七
百
円
）

二

前
号
に
規
定
す
る
区
分
以
外
の
区
分

四
万
五

千
七
百
円（
電
子
申
請
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

四
万
五
千
二
百
円
）

３

前
二
項
に
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
付
し
て
機
関

登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
当
該

機
関
登
録
の
更
新
に
係
る
機
関
登
録
以
外
の
他
の
機

関
登
録
に
係
る
機
関
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
機
関
登
録
に
係
る
機
関

登
録
の
更
新
に
係
る
法
第
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

十
四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
前
二
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
の
農
林
水
産
省
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